
［標準様式例４－３］

業 務 の 名 称 東予港環境影響検討業務 

業 務 概 要
本業務は、東予港中央地区航路(-7.5m)における埋没対策を目的とした施設の整備
に伴う環境影響について検討を行うものである。

契 約 担 当 官 等 の 氏 名
並 び に そ の 所 属 す る 部 局
の 名 称 及 び 所 在 地

分任支出負担行為担当官　四国地方整備局
松山港湾・空港整備事務所長　篠原　守昌
愛媛県松山市海岸通２４２６－１

契 約 年 月 日 令和6年8月30日

契 約 業 者 名 株式会社エコー四国事務所

契 約 業 者 の 住 所 香川県高松市鍛冶屋町３

契 約 金 額 16,005,000円（税込み）

予 定 価 格 16,005,000円（税込み）

随 意 契 約 に よ る
こ と と し た 理 由

　　本業務は、東予港中央地区航路(-7.5m)における埋没対策を目的とした施設の
整備に伴う環境影響について検討を行うものである。
　本検討にあたり、潮流シミュレーションモデルの構築において、適切な格子サイ
ズ、再現対象とする流れ及び期間を設定し、現地観測結果と比較するとともに環境
への影響を評価する必要がある。
　また、水質シミュレーションにおいて、水質変化予測の対象時期及び対象潮汐に
ついて影響評価を行う上で最適な設定を行い、水質濃度分布や濃度差を整理する
必要がある。
　このことから、高度かつ専門的な技術を要求される業務と判断し、簡易公募型プロ
ポーザル方式での発注とする。
　提案のあった技術内容を総合的に評価した結果、上記の業者と、会計法第２９条
の３第４項、予決令第１０２条の４第３号に基づき、随意契約を行うものである。

業 務 場 所 －－－

業 種 区 分 建設コンサルタント業務

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年8月30日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年3月7日

備 考

随意契約結果及び契約の内容


